
一
〇

第
九
回
東
方
学
術
賞

拝
啓
　
晩
孜
の
候
　
☆
台
に
お
か
れ
ま
し
て
は
仰
右
祥
の
こ
と
と
仰
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

き
て
　
財
団
法
人
　
来
方
研
究
会

に
お
き
ま
し
て
は

本
年
度
も
イ
ン
ド
大
使
艦
と
共

同
主
に
に
て
　
学
捕
及
び
文
化
活
動
の
な
れ
た
共
績
を
世
に
広
く
預
彰
す
る
こ
と
に
ま
し

ま
し
た

先
枚
来
　
越
考
会
員
会
に
お
い
て
慎
童
客
革
の
結
果
　
第
九
回
来
方
学
肝
☆
父
☆
者
は

学
術
☆
と
し
て

拭
隼
れ
男
欣

（麗
漂
大
学
教
投
）

ア
ー
ネ
ス
ト

・
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
殿

（ウ
ィ
ー
ン
大
学
枚
枚
）

（
『
「
ｏ
や

Ｏ
Ｆ

門
ヽ
コ
命
∽
待

∽
一
ユ
コ
汗
生

ゴ

●
「
）

の
実
績
を
強
え
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
　
左
通
の
如
く
　
顕
彰
式
を
行
な
い
ま
す

一
、

場
　
所

一
、

日
　
時

つ
き
ま
し
て
は

内
申

し
上
げ
ま
す

平
成

二
年
十

財
団
法
人

理
　
学

各

　

位

ｔ
仲
　
式
来
培
７
後
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
で
お
く
つ
ろ
ざ
下
さ
い
と
の
伝
吉
が
大
使
館
か
ら

あ
り
ま
し
た
　
出
席
の
仰
建
特
は
泉
方
研
売
李

へ
十

一
月
十
五
日
（月
）
ま
で
に
仰
れ
ら
せ

減
け
れ
ば
十
き
に
存
じ
ま
す
（宅
拷
Ｏ
ニ
ー
ニ
二
五

一
―
四
〇
八
一
）
仰
未
■
の
除
に
は
仰

チ
は
な
が
ら
女
付
に
【
書
状
封
問
を
仰
示
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
仰
強

い
申
し
上
げ
ま
す

イ
ン
ド
大
使
館

東
京
都
千
代
田
区
九
段
向
二
Ｔ
ロ
ニ
ノ
十

一
（千
島
ケ
淵
）

平
成
二
年
十

一
月
十

〈
自

（木
曜
日
）
午
後
二
時

仰
夕
用
キ
総
篤
な
が
ら
仰
来
年
の
業
に
あ
ず
か
り
た
く
　

■ヽ
】
に
仰
案

敬
　
具

一
月

士
ｏ
泉

長 泉

ャ
方
研

究

村 会
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中
村
理事
長
挨
拶

主
催
者
を
代
表
し
ま
し
て
、　

三
言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
イ
ン
ド
大
使
館
の
御
協
力
を
得
ま
し
て
、

共
同
で
こ
こ
に
第
八
回
東
方
学
術
賞
の
贈
呈
式
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、

わ
れ

わ
れ
の
最
も
光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
国
は
、

朝
野
各
方
面
か
ら
御
多
忙
を
御
繰
り
合
わ
せ
、

わ
ざ
わ
ざ
こ
の
会
場
ま
で
御
来
篤
御

臨
席
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
、

こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

財
団
法
人
東
方
研
究
会
は

「
東
洋
思
想
の
研
究
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
」
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
研
究
会
で
あ
り
ま
し
て
、

昭
和
四

十
五
年

（石
さ
）
十

一
月
十
二
日
付
け
を
も
っ
て
財
団
法
人
の
設
立
許
可
を
受
け
ま
し
た
が
、

す
で
に
二
十
三
周
年
に
相
当
致
し
ま
す
。

そ
の
間
、

諸
般
の
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
微
々
た
る
団
体
で
は
あ
り
ま
す
が
全
国
に
わ
た
る
各
方
面
の
同
志
、

篤
志
家
の
御
協
力
に
よ
り

ま
し
て
次
第
に
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
斯
学
の
発
展
を
計
る
た
め
に
真
に
学
問
的
意
義
が
あ
り
、

世
の
人
々
を
益
す
る
恒
久
的
な
事
業
を
遂
行
し
た
い
と
か
ね
が
ね
念

願
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の

一
環
と
し
て
イ
ン
ド
大
使
館
と
共
同
主
催
に
て

『
東
方
学
術
賞
』
を
設
け
て
、

学
者
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
世
に
ひ

ろ
く
顕
彰
す
る
こ
と
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
度
も
イ
ン
ド
大
使
館
と
共
同
主
催
に
て
、

学
者
の
優
れ
た
業
績
を
世
に
ひ
ろ
く
顕
彰

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

イ
ン
ド
大
使
館
の
プ
ラ
カ
ー
シ

・
シ
ャ
ー

（ヨ
∽
野
８
ェ
留
母

旨
Ｆ
り
博
旨
ヽ
軍
弊
崩
ず
　
∽ず
き
）
大
使
を
は
じ
め
、

館
員
の
方
々
の
心
か
ら
な
る
御
協
賛
を
得
ま
し
て
、

順
調
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
先
般
来
諸
方
面
よ
り
多
数
の
識
者
の
ご
意
見

を
徴
し
、

さ
ら
に
選
考
委
員
会
を
設
け
て
慎
重
に
審
議
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

選
考
委
員
は
、

奥
田
清
明
殿
、

川
崎
信
定
殿
、

勝
又
俊
教
殿
、

玉
城
康
四
郎
殿
、

奈
良
康
明
殿
、

前
田
専
学
殿
、

水
野
弘
元
殿
、

山
田
恵
照
殿
、

山
田
瑞
鳳
殿
と
小
生
と
計
十
人
に
御
依
頼
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
次
の
方
々
の
業
績
を
た
た
え
る
こ
と
に
致
し
、

本
国
こ
の
よ
う
に
顕
彰
式
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
第
九
回
東
方
学
術
賞
の
受
賞
者
の
方
々
の
お

一
人
お

一
人
の
功
績
の
顕
彰
に
移
り
ま
す
。



ざヽ ン

裏

Ｓ

Ｓ

本
年
度
も
、

昨
年
度
の
場
合
に
引
続
き
、

外
国
人
学
者
に
東
方
学
術
賞
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
、

「東
方
学
術
賞
」

（

ボ
８
詩
ユ
●
浄
ヨ
留
目
母
↑
彗
轄
宅
））

を
受
賞
さ
れ
ま
す
の
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国

・
ウ
イ
ー
ン
大
学
教
授
エ
ル
ン
ス
ト

・
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ

ル
ナ
ー
教
授
で
ご
ざ
い
ま
す
。
シ
ュ
タ
イ
ン
グ
ル
ナ
ー
教
授
は
、　

一
九
二
七
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
の
グ
ラ
ー
ツ
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し

た
。

五
五
年
に
ギ
ム
ナ
ジ
イ
ウ
ム
の
課
程
を
終
え
ら
れ
た
後
、

五
五
年
か
ら
五
七
年
ま
で
グ
ラ
ー
ツ
大
学
で
独
文
学
と
英
文
学
を
修
め
ら
れ
、

そ

の
後
五
七
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
移
籍
し
、

Ｚ
フ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
教
授
の
下
で
イ
ン
ド
哲
学
を
専
攻
さ
れ
、

六

一
年
よ
リ
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
教
授
の

研
究
助
手
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、

六
三
年
に
は
博
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

学
位
取
得
の
後
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
イ
ン
ド
学
研
究
所
の
助
手
に
就

任
、

翌
六
四
年
か
ら
同
研
究
所
の
講
師
も
兼
任
さ
れ
、

六
七
年
に
は
教
授
資
格

Ｇ
挙
Ｌ
津
単
ざ
し

を
取
得
さ
れ
、

七

一
年
ま
で
ウ
ィ
ー
ン
大
学

イ
ン
ド
学
研
究
所
で
研
究

・
教
育
の
任
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。

七

一
年
に
ア
メ
リ
カ

・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
ベ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
大
学
イ
ン
ド

学
講
座
の
客
員
講
師
に
招
聘
さ
れ
、

翌
年
に
は
同
大
学
の
イ
ン
ド
哲
学
の
助
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

七
三
年
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
チ
ベ
ツ
ト

学

・
仏
教
学
研
究
所
を
創
設
さ
れ
、

以
来
そ
の
所
長
と
し
て
研
究

・
教
育
の
両
面
に
わ
た
り
同
研
究
所
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

博
士
は

一
九
八
八
年
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
士
院
の
正
会
員
に
選
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
博
士
の
卓
抜
な
ご
業
績
は
、

お
配
り
い
た
し
ま
し
た

「
主
要
著
作
目
録
」
か
ら
明
ら
か
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

博
士
の
研

究
の
核
心
を
形
成
し
て
お
り
ま
す
の
は
、

イ
ン
ド
仏
教
に
於
け
る
認
識
論

・
論
理
学
の
伝
統
の
研
究
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「主
要
著
作
目
録
」
の
冨

ｏ吾
露
亀
易
］
の
②
に
ご
ざ
い
ま
す
ご
研
究
は
、

博
士
の
教
授
資
格
取
得
論
文
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

博
士
は
そ
こ
で
師
の
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
ー
教
授
の

開
拓
さ
れ
た
仏
教
認
識
論

・
論
理
学
の
研
究
、

な
か
ん
づ
く
グ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
ー
の
研
究
を
本
格
的
に
継
承
さ
れ
、

後
期
ダ
ル
マ
キ
ト
ル
テ
ィ

ー
の
論
理
学
上
の
重
要
な
著
作
で
あ
る

工
酔
３
甘
留

の
テ
キ
ス
ト
校
訂

・
独
訳
、

並
び
に
詳
細
な
訳
注
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
博
士
は
、

や
は
り
後
期
グ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
ー
の
体
系
的
著
作
と
し
て
重
要
な

円
ヽ
営
薯
腎
済
母
芯

の
論
理
学
を
扱
っ
た
章
の
校
訂

・
独
訳
並
び
に
訳
注
の

研
究
も
手
が
け
ら
れ
、

そ
れ
が

「主
要
著
作
目
録
」
の

中吾
る
露
毛
あ
］
の
③
の
ご
研
究
と
し
て
結
実
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ご
業
績
は
、

チ
ベ
ッ
ト
訳
で
の
み
現
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
イ
ン
ド
仏
教
の
難
解
な
哲
学
書
を
研
究
す
る
方
法
論
を
確
立
し
た
規
範
的
研
究
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
礎
研
究
に
基
づ
き
、

博
士
は
グ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
ー
哲
学
の
主
要
学
説

・
重
要
概
念
の
考
察
に
進
ま
れ
、

利
那
滅
論
証
や
本
質



分
さ
ずぎ
さ
）
の
問
題
に
関
し
て
、

「
主
要
著
作
目
録
」
の

［呂
路
島
露

円
も
爵
色

の
①
②
③
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
な
優
れ
た
論
文
を
発
表
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
博
士
は
仏
教
認
識
論

・
論
理
学
の
純
粋
に
論
理
学
的
な
側
面
ば
か
り
で
な
く
、

近
年
は
特
に
そ
の
宗
教
哲
学
的
基
盤
に
大
き
な
関
心
を
払

っ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、

仏
智
の
問
題
や
仏
陀
論
、

更
に
輪
廻
の
論
争
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

「
主
要
著
作
目
録
」
の

［呂
路
邑
露

円
屯
爵
量

の

④
⑤
⑥
及
び

［吾
言
露
も
易
〕
の
⑥
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
な
ご
業
績
も
公
表
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

更
に
博
士
に
は
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
於
け
る
認
識
論

・
論
理
学
の
伝
統
に
関
す
る
ご
研
究
も
多
く
、

こ
の
分
野
で
も
世
界
の
学
会
で
指
導
的
立

場
に
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
。

「
主
要
著
作
目
録
」
の

中吾
吾
露
亀
易
］
の
⑦
等
の
ご
研
究
は
博
士
の
こ
の
分
野
で
の
代
表
的
な
ご
業
績
と
申
せ
ま

し
よ
ずつ
。

以
上
の
よ
う
な
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
博
士
の
イ
ン
ド
仏
教

・
チ
ベ
ッ
ト
学
に
お
け
る
ご
業
績
を
評
価
し
て
、

財
団
法
人
東
方
研
究
会
は

「東

方
学
術
賞
」
を
お
贈
り
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

諸
般
の
事
情
で
、

シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
博
士
は
あ
い
に
く
本
国
の
顕
彰
式
に
は
ご
参
加
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
国

全
権
大
使
、

エ
リ
ッ
ヒ

。
Ｍ

・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
閣
下
が
、

シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
博
士
の
代
理
と
し
て
賞
を
受
け
て
下
さ
い
ま
す
。
こ
こ
に
、

ご
紹

介
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度

「東
方
学
術
賞
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
吾
妻
和
男
教
授

（麗
澤
大
学
教
授

。
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
は
、

東
京
大
学
大
学
院
に
お
い
て
印

度
哲
学
及
び
ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
学
を
修
め
た
後
、　

一
九
六
三
年
か
ら
横
浜
国
立
大
学

（
八
年
間
）
、

早
稲
田
大
学

（
二
年
間
）
、

筑
波
大
学

（十
七
年
間
）
を
歴
任
後
、

麗
澤
大
学
教
授
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
ベ
ン
ガ
ル
文
化
、

近
代
イ
ン
ド
思
想
、

比
較
文
化
に
つ
い
て

の
講
義
及
び
学
生
の
指
導
に
当
た
ら
れ
、

ま
た
、
ド
イ
ツ
語
、

ベ
ン
ガ
ル
語
、

ヒ
ン
デ
イ
ー
語
、

サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
語
等
を
教
授
さ
れ
ま
し
た
。

又
、

タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学

く
一瑠
〒
浮
轄
単
】
で
、

日
本
語
、

日
本
文
化
を
教
授
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

吾
妻
教
授
の
業
績
を
分
類
す
る
と
、

（
一
）
近
代
ベ
ン
ガ
ル
思
想
、

文
化
、

言
語

（
ａ
）
特
に
タ
ゴ
ー
ル
研
究
で
は
、

タ
ゴ
ー
ル
の
思
想
、

文
学
、

絵
画
、

教
育
に
関
し
て
研
究
論
文
発
表
に
著
し
い
業
績
が
ご
ざ
い
ま
す
。

例
え



工1■ミ蓋ミ轟墨ンンヽ
ヽ
目
‥
…
、Ｓ
ｉ

ば

『
ギ
タ
ン
ジ
ョ
リ
の
韻
律
』
七
編
は
、

タ
ゴ
ー
ル
が
次
々
に
試
み
た
新
ベ
ン
ガ
ル
韻
律
法
に
即
応
し
て
論
功
者
自
身
の
開
発
し
た
韻
律
譜
表
記

を
使
っ
て
、

詩
集

『
ギ
タ
ン
ジ
ョ
リ
』
を
詳
細
に
分
析
し
、

詩
集
の
ベ
ン
ガ
ル
韻
律
史
上
の
位
置
付
け
及
び
韻
律
美
学
上
の
芸
術
性
を
考
察
し
た

も
の
で
、

全
篇
の
半
分
ま
で
進
み
、

国
際
的
に
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
ま
す
。

タ
ゴ
ー
ル
の
ベ
ン
ガ
ル
語
著
作
の
本
邦
初
訳
も
手
掛
け
ら
れ
、

長
編
小
説

『
ゴ
ー
ラ
』

（邦
訳
、

四
八
六
頁
）
、

中

・
短
編
小
説
、

戯
曲
、

詩

集
、

手
紙
、

論
文
、

数
十
点
に
上
り
ま
す
。

タ
ゴ
ー
ル
著
作
集
十
二
巻

（第
三
文
明
社
）
の
完
成
に
編
集
委
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

（ｂ
）
タ
ゴ
ー
ル
以
外
の
ベ
ン
ガ
ル
言
語
、

文
化
で
は
、

『
ベ
ン
ガ
ル
言
語
文
化
史
的
観
点
か
ら
み
た
ラ
ム
モ
ホ
ン

・
ラ
イ
の
ベ
ン
ガ
ル
語
文
法
』

が
ご
ざ
い
ま
す
。

ベ
ン
ガ
ル
人
に
よ
る
ベ
ン
ガ
ル
語
文
法
は
十
世
紀
初
頭
の
ラ
ム
モ
ホ
ン

・
ラ
イ
の
も
の
で
す
が
、

本
論
文
は
、

先
行
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
及
び
英
語
の
ベ
ン
ガ
ル
語
文
法
を
写
真
文
字
、

音
韻
、

形
態
、

文
体
な
ど
を
言
語
文
化
史
的
に
詳
細
に
検
討
し
て
、

ラ
ム
モ
ホ
ン
文
法
の

歴
史
的
位
置
付
け
及
び
意
義
を
考
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
二
）
ベ
ン
ガ
ル
関
係
以
外
の
論
文

ベ
ン
ガ
ル
関
係
以
外
の
論
文
と
し
て
は
、

マ
ハ
ー
ト
マ
ー

・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
、

ア
ー
ム
ベ
ド
カ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、

英
語
文
献
か

ら
論
考
し
た
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

（
三
）
文
化
交
流
、

文
化
比
較
研
究

（
ａ
）
主
と
し
て

『
タ
ゴ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
近
代
日
印
文
化
交
流
史
』
を
ベ
ン
ガ
ル
語
で
執
筆
中
で
、

既
に
数
点
カ
ル
カ
ッ
タ
で
出
版
さ
れ
て

い
ま
す
。

タ
ゴ
ー
ル
の
五
回
の
訪
日
、

岡
倉
天
心
を
は
じ
め
日
本
美
術
院
の
画
家
た
ち
、

河
回
慧
海
な
ど
仏
教
学
者
、

殊
に
タ
ゴ
ー
ル
生
存
中
多

数
の
日
本
人
学
生

・
教
授
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
留
学

・
教
授
等
に
関
し
て
の
タ
ゴ
ー
ル
と
の
関
係
の
ベ
ン
ガ
ル
語
、

英
語
、

日
本
語
の
文
献
数

千
点
を
克
集
、

編
年
的
に
研
究
し
た
成
果
で
あ
り
ま
す
。

（ｂ
）
独
印
文
化
交
流
、

特
に
タ
ゴ
ー
ル
と
ド
イ
ツ
の
関
係
を
独
語
、

ベ
ン
ガ
ル
語
の
文
献
か
ら
考
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

（四
）
イ
ン
ド

ヘ
の
日
本
文
化
紹
介

川
端
康
成
の
小
説

『虹
』
の
ベ
ン
ガ
ル
語
訳
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す
。

又
、

我
妻
和
男
氏
は
二
十
数
年
来
タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
に
日
印
学
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
日
本
学
院
設
立
の
運
動
を
な
さ
っ
て
い
ら



し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

当
大
学
の
要
請
に
よ
り
四
年
前
に
日
本
学
院
設
立
委
員
会

（委
員
長
平
等
通
照
、

委
員
中
村
元
、

新
井
慧
誉
等
諸
氏
）
を
結

成
、

同
大
学
日
本
人
関
係
者
、

タ
ゴ
ー
ル
愛
好
者
の
協
力
を
得
て
遂
に
長
年
の
夢
が
実
現
、

来
年
二
月
に
落
成
式
開
催
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

我

妻
氏
は
委
員
会
設
立
等
に
奔
走
、

以
後
当
大
学
と
緊
密
な
連
絡
を
取
り
、

十
回
に
亙
り
折
衝
の
た
め
渡
印
、

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、

同
氏
の
学
問
的
功
績
を
高
く
評
価
し
、

財
団
法
人
東
方
研
究
会
は

「東
方
学
術
賞
」
を
お
贈
り
致
し
ま
す
。

以
上
の
次
第
で
あ
り
ま
す
の
で
、

諸
方
面
の
御
賃
同
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
副
賞
と
し
て
加
え
る
た
め
に
、

イ
ン
ド
大
使
館
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
記
念
品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

株
式
会
社
名
著
普
及
会
か
ら

田
・

旨
軍
拐
暑

編
著

Ｈ湯
母
き
ま
目
∽
島

済
幹
伊
α
望

田
段
ま
目
）
が
、

東
京
書
籍
株
式
会
社
か
ら
は
、

中
村
元
著

『
比
較
思
想
の
軌
跡
』
と
阿
部

慈
園
／
文

・
石
川
響
／
画
に
よ
る

『
イ
ン
ド
四
季
暦
』

（
二
巻
）
が
、

株
式
会
社
春
秋
社
か
ら
は
中
村
元
著

『
原
始
仏
教
の
社
会
倫
理
』
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、

イ
ン
ド
大
使
館
の
方
々
の
特
別
な
御
協
賛
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
お
力
に
よ

り
ま
し
て
微
力
な
我
々
の
志
願
が
こ
の
よ
う
に
見
事
に
実

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
諸
方
面
よ
り
祝
電

・
御
祝
い
な
ど
を
頂
き
ま
し

て
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

式
の
あ
と
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

イ
ン
ド
大
使
館
の
御
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

報
道
関
係
は
じ
め
諸
方
面
の
方
々
に
御
協
力
頂

き
ま
し
た
こ
と
を
大
い
に
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
御
集
ま
り
の
皆
様
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
何
分
に
も
、

我
々
が
微
力
で
手
不
足
で
あ
り
ま
す
た
め
に
、

何
か
と
不
行
届
き
の
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
申
し
訳
な

く
存
じ
ま
す
が
、

こ
の
点
は
平
に
御
寛
恕
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、

将
来
に
わ
た
っ
て

一
段
と
活
動
を
発
展
さ
せ
た
い
と
存
じ
て

お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
御
指
導
御
後
援
の
程
願
い
上
げ
ま
す
。

以
上
、

甚
だ
蕪
辞
を
連
ね
ま
し
た
が
、

こ
れ
を
以
て
御
挨
拶
の
こ
と
ば
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ



燕ガ学術賞

拭晏わ男 (鬼 洋大学枚枚、先波大学名拳教枚)

昭わ六午ノ`月十四口に、父哲大、母マサの長男として泉点に生まれる。

1953年 よう1960年 まで、来京大学で、ヤ村え枚枚、手探宮焼枚

及をはじめ、拷社技のもとで、インドせ学及びドイツ大学を学ャSモ。同夫

学にて、大学け士 (インド哲学及び打ま拷 ・被大学)子 を取符する。 19

63年 から1971年 まで器坪及び功枚技 として横浜回主大学に、 19

72年 から1974年 まで功社技 として手稲口大学に、 1974年 から

1991年 まで、助枚投、枚投 として先次大学に、また1991年 から

究在まで教枚 として見洋大学に勤務 し、ベンガル夫化、インド思想、レL

投夫化、 ド イッお、ヒンデイー拷、ベンガル拷、マイテイリー袴、サンス

クリット拷を教技。

そのFaR 1 9 6 7年から1971年 まで、インドの国主タゴール国際大

学 (Visva―Bhasati)日本学科に勤務する。 1981年 から1984午 主

で、先波大学塊代落 ・塊代夫化学系学系負を勤める。 1991年 、先次

大学名本社投 となる。

1986年 、ロビンドロ ・パ ロテイ大学より、Doctor of Literature

(Honoris causa)の林 子 を取 符 、 1989年 、 Tagore Research

lnstituteよう  ・ Rabindratattwa Acarj'a'の林子を史ける。

日″口夫化夫流及びインド学研先のため、二十口itく訪印する。 また、

その間タゴール国際大学臼ネ学院故立に尽力する。



ACADEMIC ACHIEVEMENT AWARD

PROF.DR.ERNST STENKELLNER(UNIVERSITY OF VIENNA)

ProfessOr Emst Steinkeliner is a puPil of the late Proi Frauwaliner,rnade his

Ph`D on the Nおガika Sahkaras拓min under his guidancet and statted his scholady

carecr in 1961 as Prof Frauwallner's research assistant` He made his habilitation at thc

U n i v e r s i t y  o f  V i e n n a  w i t hぃe  e d i t i O n  a n d  t r a n s l a t i o n  o f  D h a m a k m i・s  H e t u b i n d u , a n d

remained in Vienna as i」 niversity assistant and lecturer unti1 1971 when he moved to

the l」niversity of Pennsylvania,Philadelphia,where he became Associate Professor of

lndian Philosophy in 1972.

in 1973,he returTRed to the University of Vienna to take the newly established

chatr for Buddhist and Tibetan Studies, and founded the Department of'Tibetan and

Buddhist studies in the same year.He was a Visiting Professor to the Universities of

Kyoto(1982)and OXfOrd(1992).In 1977 he established the monograph series'tWiener

Studien zur Tibetologie und Buddhismuskunde",and is editor and editorial consultant

or scver』renowned scholady joumals and enterpttses,In 1988 he became Full

Member ofthe AusMan Academy of Sctences.

ARer his dissertation on a Nyaya theme,Proi Steinkelineず s scholarly interest

moved towards the traditions of lBuddhist PhilQsophy・  The Buddhist mdition  of

epistemology and lOgic was a mttor fOCus Of his work since the middle of the sixties,

and he devoted a considerable number ofphi1010gical,histonこal and systematical books

and articles to this radition.

Beyond this rnain line of his research,he published 4 new Geman mnsiation

of Bodhicaryavatara,studies and texts related to the Buddhist arguments for rebirth,on

the early history of the Tibetan interpretation Of the Buddhist heritage, on early

Buddhist ttnatmavada,and is recently interested in the early pe「iod of translnission of

the Buddhist canon(Kを 珂 Llr)in Tibet.

In 1991,heに ad ajoint expediHon with membe、 from the ls CヽO,Rome,and

the department in Vienna to the monastery in  Tabo, Spitt, where he initiated the

reconstruction of its manuscripts. Presently he ts working on a edition and analysis of

the Ga口oavytthasStra inscHptton h the・Du Kah ofTabo.

His main scholarly aims are the improvement of the philological matedal

available for the sttdy of lBuddhist philosophical and spiritual 血ditions, context‐

o高ented interpretations of Buddhist ideas and thetr development,and the attempt at

appreciadng the ottgintt contributions of Tibetan philosophers and scholars to the

Buddhist tradition,



Biographical Data of Proi Emst Steinkeliner

Born October 3、1937 at Graz

Education

1955   Matura at Akademisches GymnaSum,Graz

1955‐1957 Univerttty ofGraz(Geman and Enghsh Literature)

1957‐1963 Uttverttty ofVienna(InddOgy)

1963       Ph.D.in lndology,University of Vienna

1967       Habilitation for lndology,University of Vienna

Academic Activitiest

1961‐1963 Research Assistant,Department oflndology,University ofVienna

1963‐1972 University Assistant,Department oflndology,University ofVienna

1964‐1971 Lecturer,Department oflndolo8y,University ofVienna

1971‐1972 Visiting Lecturer in lndic Studies,University ofPennsyivania,

Philadelphia

1972‐1973 Assoctate Professor oflndian Philosophy,University ofPensylvania

1973‐      Full Professor ofBuddhist and Tibetan Studies,University ofVienna

1982     Distinguished Visiting Professor,University ofKyoto

1992      Visiting Professor,増aHloi CoHege,University ofOxford

Related Activities

1961‐71    Managing editor,0'Wiener Zeitschrin鹸、die Kunde Sudasiens・
・

1977‐      Editor,い既Aener Studien zur Tibetologie und lBuddhismskundel・

1982‐      Editor,Journal ofthe lnternational Association ofBuddhist Studies

1 9 8 2口   E d i t o r i a l  C o n s u i t a n t , T h e  J o u r n a l  o f t h e  T i b e t  S o c t e t y , B l o o m i n g t o n

1 9 8 9‐   C h a t r m a nⅢ P u b l i C a t i o n  C o m m i t t e e , A u s t r i a n  A c a d e m y  o f  S c i e n c e s

1990‐      Member,Accompanying Cominitteeい Katalogisierung der orientalischen

Handschrinen in DeutschlandⅢ

19 9卜   E d i t o r i a l  C o n s u l t a n t , R e v i s t a  d e  E s t u d i o s  B u d i s t a s , B u e n o s  A i r e s

1993‐  Editorid Consdtant,Arctt orientanてPrague

1993‐      Editorial Consuitant,Buddhist Tradition Series,Delhi



Congresses

1981   President,Csoma de Kttrも s‐Sympostuml Vel‐ Vienna

1989  President,2nd lntemational pharmal品 向i Conference,Vienna

1990    Vice‐presidentl VIIIth Worid Sanskrit Conference,Vienna

Honours

1967  Kardinal lnnitzer"Award

1973  M.A.h.c.University ofPennsyivania

1978   CottespondinB Member,Awstrian Academy of Sciences

1981  Cosma de Koros‐ medal

1985  Member ofthe Commission for Buddhist Studies,Academy of SCiences at

Gtttingen

1988   Full Member,Austrian Academy of Sctences

1989   Corresponding Member,Istituto ltaliano per il Medio ed Estremo

Oriente


